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町の貯金（基金）を徹底解説！
令和６年度決算Pick Up

基金って？

町にはいろいろな「お金の入ってくる仕組み（税金や交付金など）」が

あります。

その一部を“町の貯金”として積み立てているのが基金です。

将来の事業や財政的に厳しいときに備えています。

ひとつじゃ
ないの？　

不測の事態に備える基金のほか、特定の目的ごとに、様々な基金が

あります。

財源によっては、積み立てることができる基金が決まっているもの

もあり、自治体によっても基金の種類や額は大きく違います。

●ちびっ子医療費助成事業基金→18 歳までの医療費無償化
　（　　基地関連交付金）

●福祉医療費一部負担金助成事業基金→ひとり親家庭・重
度心身障害者等への医療費助成

　（　　基地関連交付金）

●医療確保対策事業基金→町立病院の医師確保
　（ 　　基地関連交付金）

●福祉振興基金→高齢者のはり・きゅう施術費や紙おむつ
費用の助成、子育て支援センター運営

　（　　一般財源）

●国民健康保険基金（国保特別会計）→国保運営の資金
　（　　国保会計の余剰金）

●介護給付費準備基金（介護保険特別会計）→介護保険事業
の運営資金

　（　　介護保険の余剰金）

●外国語活動推進事業基金→小中学校への外国語指導助手
（ALT）の派遣など
　（　　基地関連交付金）

●学校給食費無償化事業基金→学校給食費の無償化
　（　　基地関連交付金）

●周防大島高校通学支援費給付基金→周防大島高校への通
学費助成（島外からの通学も対象）

　（　　一般財源・寄附金）

●ふるさと応援基金→教育・福祉・環境などまちづくり
　（　　個人からのふるさと寄附金）
　注）事業選定には、寄附者の意向を考慮

●まち・ひと・しごと創生基金→「まち・ひと・しごと創生
総合戦略」に基づき、地域活動・稚魚放流・高校生語学留学・
小中学校の検定などの費用助成

　（　　交付金・寄附金・一般財源）

●観光振興事業助成基金→スポーツ大会、観光イベント開催
　（ 　　基地関連交付金）

●CATV 加入促進事業基金→ケーブルテレビ（アイキャン）
への加入金の一部補助

　（　　過疎対策事業債）
　注）現在の条例の定めでは、令和 7年度末までの事業

●合併地域振興基金→合併後の町民の連携強化や地域振興
に役立つ事業

　（　　令和６年度までの期間限定だった合併特例債）
　注）令和７年度以降は毎年上限を決めて取り崩しのみ※

●森林環境整備基金→間伐や植林など森林の整備
　（　　森林環境譲与税）

●財政調整基金→町の財源不足を補う
　（　　一般会計の余剰金の２分の１など）

●減債基金→地方債（借金）の返済
　（　　一般財源、普通交付税）

※合併地域振興基金の取り崩し上限額の考え方

合併地域振興基金総額

償還済み（返済済み）

←取り崩し可能額→

　財源である合併特例債は、合併市町が特別に発行できた地方債で、４町合併後平成

17 年度から令和６年度までの 20 年間で、120 億７千万円ほど発行しました。そのうち

一部をこの基金に積んでいます。借金して貯金してあるので、先に返済した金額を上

限として取り崩し活用できます。

担当編集委員：淺原、白鳥
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